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そ

とその解決に向けたネ

の

ットワークの活
用」。

他

また、併せて町内福祉

　

村の活動報告を行った

】

ことにより、地域福祉

【

活動の意識啓発を図る

協

ことができた。なお、

働

高齢ボラ
ンティアのリ

：

タイアによる減員と若

】

年層、特に団塊世代の

目

取り込み不足が課題と

的

なった。

Ａ：成果があ

・

がった

目標 事業の概要

２.事業の検証
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事
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標
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成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成
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平成22年度 平成23
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年度
目

標
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績
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事
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成果指
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担
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平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

地域福祉活動意識啓発

類

事業

福祉部　福祉総務

ハ

課
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ド

2 基本目標２　　子育

ソ

て、長寿を楽しみ、安

フ

心していきいきと暮ら

ト

せるまち
総合計画の

0

根

2 ②〈市民力〉　市民

拠

一人一人の主体的な参

法

加により、地域で支え

令

合う環境をつくる
位置

等

付け
01 1 地域を支

対

える活動に参加する意

象

識を高める

市民

□ □ □

・

□

多くの市民が、地域

受

福祉活動へ主体的に参

益

加しています。 地域福

者

祉活動の意識啓発のた

事

め、リーフレットの発

業

行やホーム
ページを充

期

実します。また、各地

間

区の先駆的な取組を紹

委

介する
「地域福祉フォ

託

ーラム」を開催します
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。

地域福祉啓発用リー

協

フレット配布部数 部

－
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セ
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財
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業
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Ｎ
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位
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●
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、フォーラムの開催、

民

パンフレットの配布を

満
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足

いてのフォーラムを開

度
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を

市民が足を運ぶことで

高

ボランティア意識をも

め

っていただけるような
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啓発を行う。
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方

ィア意識の萌芽のため
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、地道な事業であるが

業

確
実に継続していく必
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要がある。

効性
継続による成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
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受益者負担､補助額
妥当性 中
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析

業務プロセス改善による効率化の方策
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コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
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その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）
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）
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る

案）
平成21年度の事

分
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で継続 拡大して継続 縮
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課

了 他事業と統合

＜判断

題
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平成21年度の

の
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課長コメント

抽

■ 地域福祉の推進を図

出
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合

の市民に持っていただ

評

くための啓発は行政で

価

行う必

■ 要がある。 ○

市

□
■ 地域福祉活動に携

民

わる市民の数が増加し

ニ

ており、市民一
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ー

一人の主体的な参加に

ズ

よる地域で支え合う環

高

境づくり

■ に効果が上

事

がっている。 ○
□
■ 地

業

域福祉活動に携わる市

目

民の数が増えてきてい

的

る。
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□
○

■
○

□
□ 県

の

との共催で「町内福祉

達

村合同研修会」を実施

成

すること
●

■ により、

状

コストの削減に努めて

況

いる。
○

■
○
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必
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必
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